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１ 運営法人 

法 人 名 社会福祉法人 勝曼会                  

法人所在地 千葉県四街道市大日１６２３-１ 

連 絡 先 電話番号 ０４３－４２１－５１８８(代) 

代 表 者 名 理事長 岡田 哲明 

設立年月日 昭和６３年１１月２１日 

２ 施設概要 

施設の種類 指定介護老人福祉施設 (指定 第 1270403726 ) 

施設の名称 特別養護老人ホーム バウムあすみの丘 

施設の目的 身体上又は精神上著しい障害があるため常時介護を必要とし、在宅介

護が困難な要介護者に対して、入居者一人一人の意思及び人格を尊

重し、入居者へのサービス提供に関する計画書に基づき、その居宅に

おける生活への復帰を念頭に置いて入居前の居宅における生活と、入

居後の生活が継続したものとなるよう配慮しながら、各ユニットにおいて

入居者が相互に社会的関係を築き、自律的な日常生活を営むことを支

援しながら、施設では以下のような世話をすることを目的とする。 

①入浴・排せつ・食事等の日常生活の世話 

②機能訓練 

③健康管理 

④療養上の世話 

建物の構造 鉄骨造 地上２階建  

延 床 面 積 5078.18㎡ 

設 備 関 係 個室→８０室(８ユニット、１ユニット１０室) 

共同生活室・台所→各ユニットに１室 

個人浴室・洗濯機→２ユニットに１室 

洗濯室→１室 

特殊浴室→特別浴槽（２階）・中間浴室（１階） 

医務室→１室 

看護職員室→１室 

歯科処置室（１階医務室）→１室 

ボランテイア室→１室 

面談室→１室 

併 設 事 業 （介護予防）短期入所生活介護 (指定 第 1270403825 ) 

看護小規模多機能型居宅介護 (指定 第 1290400371 ) 

地域交流スペース 

施設の住所 千葉市若葉区若松町 88-1 

連 絡 先 
電話番号 043-312-8880 

ファックス 043-312-8889 



社会福祉法人勝曼会特別養護老人ホームバウムあすみの丘重要事項説明書 20240801 

- 2 - 

 

メール baum@asuminooka.or.jp 

施 設 長 名 勝山 哲也 

運 営 方 針 別 紙 

指定年月日 令和元年７月１日 

 

 ３ 入所対象者 

   (１) 原則要介護３以上の方 

   (２) 要介護１，２の方で入所条件に合った方 

(３) 入所時に要介護認定を受けている方であっても、入所後に要介護認定者でなくなった場合は、退

所となります。 

 

 ４ (１) 職員の配置状況 

職 種 常 勤 非常勤 

施 設 長      １  名  

医 師      １ 名 

介護支援専門員      １  名以上  

生 活 相 談 員      １  名以上  

看 護 職 員 
     １  名以上 ２ 名以上 

（常勤換算２名以上） 

機能訓練指導員      １  名以上 （看護職員と兼務の場合もあり） 

介 護 員      看護・介護職員あわせて常勤換算で２７名以上 

栄 養 士      １  名以上  

その他 の職 員      １  名以上 

 

(２) 職員の職務内容 

職 種 職務の内容 

施 設 長 
施設の業務を統括する。施設長に事故があるときは、あらかじめ理事長が

定めた職員が施設長の職務を代行する。 

医 師 入所者に対して、健康管理及び療養上の指導を行う。 

介護支援専門員 施設サービス計画の作成等、入所者の介護支援に関する業務を行う。 

生 活 相 談 員 
入所者の入退所、生活相談及び援助の計画案、実施に関する業務を  

行う。 

看 護 職 員 
医師の診断補助及び医師の指示を受けて利用者の看護、施設の保健衛

生業務を行う。 
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機能訓練指導員 
入所者の状況に適した機能訓練、手芸、貼り絵など生活リハビリを取り入

れ心理的機能、身体機能の低下を防止するよう努める。 

介 護 職 員 入所者の日常生活全般にわたる介護業務を行う。 

栄 養 士 食事の献立、栄養計算等入所者に対する栄養指導等行う。 

その他の職員 事務等、その他の業務を行う。 

 

  ５ サービスの内容 

    

サービスの種類    サービスの内容 

食 事 

① 栄養士の管理の下栄養並びに入所者の身体の状況及び嗜好を考慮し

た食事を提供します。 

② 入所者の自立支援のため，離床して食堂にて食事をとって頂くことを原

則とします。 

③ 食事時間 

   朝 食     ８：００～ ９：００ 

   昼 食    １２：００～１３：００ 

   おやつ    １５：００～１５：３０ 

   夕 食    １８：００～１９：００ 

入 浴 

① 入浴又は清拭を週２回以上行います。 

② 入所者の体調等のより、当日入浴できなかった場合は、清拭及び入浴

日の振替にて対応します。 

③ 寝たきりの状態であっても特殊機械浴槽等を使用して入浴することがで

きます。 

排 泄 
排泄の自立を促すため、入所者の身体能力を最大限利用した援助を行い

ます。 

機能訓練 
入所者の心身等の状況に応じて日常生活を送るのに必要な機能の回復ま

たは、その減退を防止するための訓練を実施します。 

健康管理 医師や看護職員が、健康管理を行います。 

その他への支援 

① 寝たきり防止のため、入所者の身体状況を考慮しながら、可能な限り離

床に配慮します。 

② 清潔で快適な生活が送れるよう、適切な整容が行われるよう援助を行い

ます。 

 

６ サービス提供の流れ 

入所者に対する具体的なサービス内容やサービス提供方針等については、入所後作成する「施設サー
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ビス計画(ケアプラン)」で定めます。「施設サービス計画(ケアプラン)」の作成及び変更は、次のとおり行い

ます。 

① 介護支援専門員(ケアマネジャー)が入所者の心身の状態や、生活状況の把握(アセスメント)を行い、

施設サービス計画の作成や変更を行います。     

                     

② 介護支援専門員(ケアマネジャー)は、施設サービス計画の原案について、入所者及び家族等に説

明し同意を得たうえで決定します。 

                     

③ 施設サービス計画は、６ケ月毎もしくは心身の状態の変化があった場合、あるいは入所者及びその

家族等の要望に応じ、変更の必要がある場合には、入所者及びその家族等と協議し、同意を得た

うえで、施設サービス計画を変更します。 

      

７ 利用料等のお支払方法 

① 利用者は、サービスの対価として［契約書別紙］に定める料金をもとに計算された月ごとの合計額

を支払います。 

② 事業者は、当月の料金の合計額を請求書に付して、翌月 20日ごろに発送します。 

③ 利用者は、当月の料金の合計額を翌月 26日までに振込又は銀行引落しの方法等で支払います。 

④ 事業者は、利用者から料金の支払いを受けたときは、利用者に対し領収証を発行します。 

 

８ 緊急時の措置について 

サービス提供時に入所者の病状が急変した場合、その他必要な場合は、速やかに主治医や協力医療

機関、各関係機関への連絡等必要な措置を講じます。 

 ≪協力医療機関≫ 

   医療法人社団 大樹 大賀医院 (内科・歯科) 

   医療法人社団 沖縄徳洲会 四街道徳洲会病院 

 

９ 施設を退所していただく場合(契約の終了について) 

当施設との契約では、契約が満了する期日は特に定めていません。したがって、以下のような事由がな

い限り、継続してサービスを利用することができますが、仮に以下のような事項に該当するに至った場

合には、当施設との契約は終了し、入所者に退所していただくことになります。 

① 入所者が死亡した場合 

② 要介護認定により入所者の心身の状況が自立又は要支援と判断された場合。 

③ 施設の運営法人が解散した場合、破産した場合、又はやむを得ない事由により施設を閉鎖した場

合。 

④ 施設の減失や重大な毀損により、入所者に対するサービスの提供が不可能になった場合。 

⑤ 施設が介護保険の指定を取り消された場合又は、指定を辞退した場合。 

⑥ 入所者が介護老人保健施設もしくは、介護医療院に入所した場合。 

⑦ 入所者及びその家族から退所の申し出があった場合。 
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⑧ 以下の理由により施設から入所者に対して退所の申し出を行った場合。 

・ 入所者が、契約期間内にその心身の状況及び病歴の重要事項について、故意にこれを告げず、

又は不実の報告を行い、その結果本契約を継続しがたい事情を生じさせた場合。 

・ サービス利用料金の支払いが３月以上遅延し、相当期間を定めた催促にもかかわらずこれが支

払われない場合。 

・ 入所者が故意又は過失により事業者もしくはサービスの従事者もしくは他の利用者の生命・身

体・財物・信用等を傷つけ、又は著しい不信行為を行うことなどによって、本契約を継続しがたい

事情を生じさせた場合。 

・ 入所者が自傷行為や自殺の恐れが極めて高く施設においてこれを防止できない場合及び入所

者が法令違反その他秩序破壊行為をなし、改善の見込みがない場合。 

・ 入所者が連続して３月以上病院又は診療所に入院すると見込まれる場合もしくは入院した場合。 

⑨ 要介護認定１又は２の認定が出た場合で、特例入居が認められない場合。 

 

１０ 入所者が病院等に入院された場合 

① 入院又は外泊中は居住費等を徴収します。ただし、入院又は外泊中にベッドを 

(介護予防)短期入所生活介護に利用する場合は、当該入所者から徴収せず、 

(介護予防)短期入所者生活介護利用者より短期入所の滞在費等を徴収します。 

② ７日以内の入院の場合(検査入院等)は、退院後再び施設へ入所することができます。 

③ ３月以上入院された場合は、契約を解除する場合もあります。３月以内に退院した場合は、再び優

先的に施設に入所することができます。ただし、入院時に予定された退院日よりも早く退院した場合

等、退院時に施設の受け入れ準備が整っていない時は、併設されている短期入所生活介護の居室

をご利用いただく場合があります。 

④ ３月以内の退院が見込まれない場合は、本契約を解除いたします。この場合は、当施設に再び優

先的に入所することができません。 

 

１１ 円滑な退所のための援助 

入所者が当施設を退所する場合には、入所者及びその家族の希望により、施設は入所者の心身の

状況、置かれている環境等を勘案し円滑な退所のために必要な以下の援助を入所者及びその家族

に対して速やかに行います。 

・ 適切な病院若しくは診療所又は介護老人保健施設等の紹介 

・ 居宅介護支援事業所の紹介 

・ その他保険医療サービス又は福祉サービス事業者の紹介 

・ サービス終了後も相談を受け付けます。 

 

１２ 高齢者虐待防止について 

当施設は、入所者の人権擁護・虐待の防止等のために、次に掲げるとおり必要な措置を講じます。 

① 虐待防止に関する責任者を選定しています。 

② 成年後見制度の利用を支援します。 
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③ 苦情解決体制を整備しています。 

④ 従業者に対する人権擁護・虐待防止を啓発するための研修を実施しています。 

⑤ 従業者が支援にあたっての悩みや苦悩を相談できる体制を整えるほか、従業者が入所者等の権

利擁護に取り組める環境の整備に努めます。 

⑥ サービス提供中に、当施設の従業者又は養護者(現に養護している家族・親族・同居人等)による

虐待を受けたと思われる入所者を発見した場合は、速やかにこれを千葉市に通報します。 

 

１３ サービス提供における事業者の義務 

当施設は、利用者に対するサービス提供にあたって，次の事を守ります。 

① 利用者の生命、身体、財産の安全・確保に配慮します。 

② 利用者の体調、健康状態から見て必要な場合には、医師又は看護職員との連携の上、利用者か

ら聴取、確認します。 

③ 非常災害に関する具体的計画を策定するとともに、利用者に対して、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行います。 

④ 利用者が受けている要介護認定の有効期間満了日の３０日前までに、要介護認定更新の申請の

ために必要な援助を行います 

⑤ 利用者に提供したサービスについて記録を作成し、５年間保管するとともに、利用者又は契約者

の請求に応じて閲覧させ、複写物を交付します。 

⑥ 事業者及びサービス従事者又は、サービスを提供するにあたって知り得た利用者また家族等に関

する事項を正当な理由なく、第三者に漏洩しません。(守秘義務)ただし、利用者に緊急な医療上

の必要性がある場合には、医療機関等に利用者の心身等の情報を提供します。また利用者の円

滑な退所のための援助を行う際には、あらかじめ文章にて、契約者の同意を得ます。 

⑦ 利用者に対する身体的拘束その他行動を制限する行為を行いません。ただし利用者又は他の利

用者等の生命、身体を保護するために緊急やむを得ない場合には、記録を記載するなど、適切な

手続きにより身体等を拘束する場合があります。 

 

１４ 施設利用の留意点 

当施設のご利用にあたって、施設に入所されている利用者の共同生活の場としての快適性、安全性を

確保するため、下記の事項をお守りください。 

(１) 持ち込みの制限 

入所にあたり、他の方の迷惑となるものは、持ち込むことができません。 

心臓疾患、糖尿病、腎臓病等疾患者や誤嚥しやすい方もおりますので、食べ物のおすそわけは、

ご遠慮下さい。 

 

（２) 面会  

面会時間：13時～17時 （６０分以内でお願いします） 

13：00～14：00, 14：00～15：00, 15：00～16：00, 16：00～17：00 

    （新型コロナウイルス対策実施中 事前予約制 面談室にて 一回につき 2 名まで 回数制限なし 
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365 日面会可能 但し予約した面会が終了しないと次の予約が取れない事とします。ご協力よろ

しくお願いいたします。）  

（３）外出・外泊 

外出・外泊される場合は、事前にお申し出ください。ただし、１ヶ月に６日を限度とします。 

 

（4）施設・設備の使用上の注意 

① 居室及び共用施設、敷地をその本来の用途に従って利用してください。 

② 故意に、又はわずかな注意を払えば避けられたにもかかわらず、施設、設備を壊したり、汚した

りした場合には、ご契約者の自己負担により現状に復旧して戴くか、又は、相当の代価をお支

払いただく場合があります。 

③ 入所者に対するサービスの実施及び安全衛生等の管理上の必要があると認められる場合には、

利用者の居室内に立ち入り、必要な措置を取ることができるものとします。ただし、その場合、ご

本人のプライバシー等の保護について、十分な配慮を行います。 

④ 当施設の職員や他の入所者に対し、迷惑を及ぼすような宗教活動、営利活動を行うことはでき

ません。 

⑤ 敷地内、施設内は禁煙です。 

 

１５ 非常災害対策 

消火設備その他非常災害に際して必要な設備を設けています。又非常災害時の関係機関への通報

及び連携体制を整備し、従業員に周知します。 

 

１６ サービス内容に関する相談・苦情受付 

  （1）当施設における苦情、相談、要望は以下の窓口で受付ます。 

    ≪サービス相談窓口≫ 

     電話番号： ０４３－３１２－８８８０ 

     担当部署：担当者 生活相談員 後藤 佐和子 

責任者 施 設 長  勝山 哲也 

 

    （2）その他受付行政機関 

       ≪千葉市保健福祉局高齢障害部介護保険事業課≫ 

       電話番号： ０４３－２４５－５２５６ 

 

       ≪千葉県国民健康保険団体連合会≫ 

       電話番号： ０４３－２５４－７４２８ 
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私は、本書面に基づき上記重要事項の説明を受け、内容を理解いたしました。 

 

 

令和    年     月     日 

 

[利 用 者] 

 住 所 

 

 

 

   氏 名                                     印 

  

   [身 元 引 受 人] 

 

      住 所 

 

 

 

      氏 名                                     印 

 

   [説 明 者] 

 

 

      職 種 

 

 

 

      氏 名                                     印 

 

 

 


